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議
会
に
は
、
総
務
、
教
育
民
生
、
産
業
建
設
の
３
常
任
委
員

会
が
あ
り
、
毎
年
町
の
事
務
・
調
査
（
所
管
事
務
調
査
）
を
実

施
し
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
平
成
　
年
の
調

２０

査
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
先
進
地
に
出
向
い
て
の

町
外
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

平
成
　
年
の
所
管
事
務
調
査
が
終
了

２０

う　

ご

　
総
務
常
任
委
員
会
（
道
又
秀

悦
委
員
長
ほ
か
３
人
）、
教
育

民
生
常
任
委
員
会
（
木
下
志
き

子
委
員
長
ほ
か
４
人
）、
産
業

建
設
常
任
委
員
会
（
三
ヶ
尻
隆

雄
副
委
員
長
ほ
か
４
人
）
は
、

　
月
　
日
と
　
日
に
秋
田
県
羽

１１

１３

１４

後
町
を
訪
ね
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
羽
後
町
は
、
人
口
１
万
８
千

人
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は

お
よ
そ
　
億
円
、
総
面
積
２
３

６９

０
・
　
　
の
う
ち
森
林
　
％
、

７５
k㎡

６６

農
用
地
　
％
で
豊
か
な
穀
倉
地

２０

帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
人
が
輝
き
、
人
が
活
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
教

育
、
文
化
、
福
祉
、
医
療
、
生

活
環
境
、
産
業
な
ど
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。　

総　　務　
総
務
常
任
委
員
会
は
「
行
政

改
革
の
推
進
」
と
「
健
全
な
財

政
運
営
」
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

「
行
政
改
革
の
推
進
」に
つ
い
て

　
羽
後
町
は
、
町
内
６
地
域
に

あ
っ
た
支
所
を
廃
止
し
、
各
種

証
明
書
の
交
付
や
税
金
な
ど
の

収
納
業
務
に
つ
い
て
は
、
郵
便

局
へ
委
託
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
ま
た
、
支
所
廃
止
に
伴
い
、

使
用
し
な
く
な
っ
た
建
物
に
つ

い
て
は
、
地
区
公
民
館
と
し
て

活
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

は
、
９
校
を
６
校
に
統
合
、
保

育
所
は
、
６
施
設
す
べ
て
を
民

営
化
し
て
い
ま
す
が
、
統
廃
合

に
か
か
わ
る
地
域
住
民
と
の
話

し
合
い
は
、
時
間
を
か
け
て
協

議
、
説
明
を
し
て
実
現
し
た
と

の
こ
と
で
す
。

　
自
立
を
決
断
し
た
こ
と
で
、

積
極
的
に
行
政
改
革
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
は
す
ば

ら
し
い
と
感
じ
る
一
方
で
、
地

域
の
中
核
と
な
る
施
設
の
廃
止

や
統
廃
合
を
す
る
こ
と
は
、
住

民
の
理
解
が
な
け
れ
ば
実
現
し

な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

教育民生 し
た
。

「
健
全
な
財
政
運
営
」に
つ
い
て

　
本
町
と
羽
後
町
を
平
成
　
年
１８

度
の
一
般
会
計
の
決
算
で
比
較

す
る
と
、
財
政
力
指
数
が
山
田

町
０
・
　

に
対
し
、
羽
後
町
は

２８

０
・
　
。
地
方
債
残
高
は
１
０

２７

１
億
６
８
４
９
万
円
に
対
し
、

　
億
８
５
８
２
万
円
。
公
営
企

８２業
な
ど
へ
の
繰
出
合
計
は
８
億

２
９
８
７
万
円
に
対
し
、　

億
１０

５
６
８
万
円
で
、
町
立
羽
後
病

院
に
２
億
円
の
繰
出
し
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
本
町
と
の
大
き

な
違
い
は
、
山
間
部
で
あ
り
冬

期
間
の
積
雪
に
よ
る
除
雪
費
が

年
間
約
１
億
５
千
万
円
ほ
ど
あ

り
、
雪
国
な
ら
で
は
の
苦
労
で

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
行
政
改
革
大
綱

を
推
進
し
、
健
全
な
財
政
運
営

を
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
現
状
と
課
題
を
調
査

自
立
（律
）
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査

福祉複合施設の高瀬ケアセンター（秋田県羽後町）

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
、

「
介
護
保
険
の
現
状
と
課
題
」を

テ
ー
マ
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
羽
後
町
は
、　

歳
以
上
の
高

６５

齢
者
が
５
５
８
４
人
で
、
高
齢

化
率
約
　
％
。
今
後
さ
ら
に
高

３１

齢
化
が
進
む
も
の
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
視
察
し
た
高
瀬
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
短
期
入
所
生
活
介
護
、

通
所
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）、
居
宅
介
護
支
援
、
生
活
支

援
ハ
ウ
ス
（
　
歳
以
上
の
一
人

６０

暮
ら
し
世
帯
、　

歳
以
上
の
夫

６０

婦
の
み
の
世
帯
で
高
齢
な
ど
の

た
め
自
宅
で
生
活
す
る
こ
と
に

不
安
の
あ
る
方
が
利
用
で
き
る

も
の
）
の
各
事
業
を
行
う
ほ
か
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
町
立
羽

後
病
院
の
自
動
受
付
機
を
備
え

る
多
機
能
な
福
祉
複
合
施
設
で

す
。
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
病

院
の
自
動
受
付
機
は
、
入
所
者

以
外
の
地
域
の
方
た
ち
に
も
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　
人
口
、
予
算
規
模
は
本
町
と

常任委員会リポート


